
各地点の副詞語彙についての分析的考察

ヒトヤマ

（－）香川県小豆郡土庄町肥土山方言の副詞語意について

Ill）自然傍受であらたに得られた副詞語彙

（注）＊印は，質問調査で使うと回答されなかった語詞のうち，自然傍受調査では得られたものであ

ることを示す。

（一）分立関係の副詞語彙

t．数量の多・適当・少・不定を表わすもの

（1）多いことを表わすもの

a．きわめて多いことを表わすもの－イッサイ，カタズメテ，カタマッテ（一度に），ジヨーニ

（たくさん），ズント（全部），ズンド，ゾロット（全部）．ナンポデモ＊，ナンデモ，マルタデ

（まるまると），マルッキリ

b．かなり多いことを表わすもの－ガンドニ（よけい），ギヨーサ，ギョーサンゲこ，ギヨーサン

ニ＊，ジュープンこ．ズー（たくさん），ジョーサン躯，スキナダケ，ズゴー（たくさん）．ズポ

ゲ（ずいぶん），ゾンプン，ソート一，タント＊，ナント（たくさん），ホトンド，モノスゴイ．

モノスゴー，モンノスゴー，ヨーケィ，コケ巾，コケーニ＊，

ウ．やや多いことを表わすもの－イロイロト．イロイロこ，シリーシ：題－（少々）．グングン（ぼ

つぼつ），ナニヤカシ（いろいろ）．ナニヤコヤ（いろいろ），ナンジャカンジャ綿，ナンヤコヤ．

へチャコチャ（なんやかや）

（2）適当なことを表わすもの－ソングケ，チコヰシ

（3）少ないことを表わすもの

ア．やや少ないことを表わすもの－ケポソナゲニ（少なげに）

ィ．かなり少ないことを表わすもの－スコーシャカ（ちょっとぐらい），クック．チクチク（すこ

しずつ），チット＊，チットバ細巾，チビット巾，チコーツト．チコビリト，ニへン（二辺）．ヘッ

ト（少し）

C．きわめて少ないことを表わすもの一一カイモク，ヒョイトモ（少しも），ホンノ．ポッコ（ひど

く）

d．不定を表わすもの－ドノクライ津，ドンナケー

2．程度の大・適当・小・不定を表わすもの

（1）大きいことを表わすもの

a．ひじょうに大きいことを豪わすもの－アラカラこ…t，オンマク（思いきり），ドエライ（ひど

く），トノテモ＊，トテモ，ナカンパイニ（泣きたくなるくらいに），ナント＊，ヒチ（ほんとに），

プチプチ（ひどく），ポッコ（ひどく），ユーニユワレンホド，

b．かなり大きいことを表わすもの－エッライ．エロノー，オーヰこ．ガイ，ガイーニ（ひどく），

ゴッツー（ひどく），ゴッッ一二，ゴツゲこ，ゴッッゲこ，ズゴー（はなはだ）．ズットズット，

トコトン串，ロク（ろくろく），ロクニ（ろくに）

C．やや大きいことを表わすもの－コケー＊（よけいに）

（Z）適当なことを表わすもの

a．全く適当なことを表わすもの－ピッチャク（ぴったり）

b．ほば適当なことを表わすもの－アラカタi声，エーカゲンニ2－．ヨイヨニ（いいぐらいに）．ヨ

イヨーニ

（3）小さいことを表わすもの
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a．やや小さいことを表わすもの－キヤキヤ（やや痛い），ワーリアイ，ワリアイ＊，りリアテ

（割合に），ワリカタ，ワリト＊，ワリヤイ＊

b．かなり小さいことを表わすもの－カイモク

4．回数の多少を表わすもの

（1）回数の多いことを表わすもの－イチイチ（いちいち），イツーγ，イツイキ＊（たびたの，シ

ギョニ（しきりに），チョコチョサイサイ，ツギツギニ（次々に）ヒョイヒョイ（たびたび），ベッ

タリ（たびたび）

（2）回数の少ないことを表わすもの－イッペンこ，イッペン，タマサカ＊（たまに），メッサニ（め

ったに），メータこ，メッタ＊，メッソーこ，メッソニ

5．比較を表わすもの

（1）ある和田においてもっとも多いことを表わすもの－イチバン＊，イッチャン（いちばん）

（2）ある韮準よりやや多いことを表わすもの－アト（もう），ナルベク＊，モイッペンIk（もう一度）．

モセット（もう少し），モヘット（もう少し），ヨケ＊（よけいに）

（二）時間関係の副詞語彙

1．時間の長・短・按・急を表わすもの

（1）長・紋を表わすもの

a．長いことを表わすもの－シャース細（しばらく），ナガイアイダ，ヒサシプリこ，ベーツタリ

（ずっと）

b．紋であることを表わすもの－ガツガツ（かろうじて），ポチポチ＊

（2）短急を表わすもの

a．短いことを表わすもの－スグイ（すぐに），セットノマ（少しの問）チ。ツトキマ（しばらく

の間），ヒョコット（しばらく）

b．急であることを表わすもの－テキリ（すぐに），ニワカニ，ノ、ヨ＊（早く），ヒトイキニ，ヒ

ョット，

2．時刻を表わすもの

（1）時刻を表わすもの－アクルヒ，アサ，アシタノアサ＊（明朝），イキシナニ（行きがけに），サ

キノオトトイ（一昨々日），センキョ（先日），テマエ（先日），バンゲ

（2）開始・完了を表わすもの

a　開始を表わすもの－アラデ（はじめは），アラカラ（最初から），ハジメテ油

b．完了を表わすもの－サイゴこ，トードト（とうとう）

3．時制に関するもの

（1）過去の時制を表わすもの－イッタン，インマサッキ＊，コナイダラ（この間），コノマ工，サキ

ー7－（先に），チーサイコロ，チカシュー（近ごろ），トーカラ（昔から），モーチョットサキ

（2）現在の時制を表わすもの－イマアタリ，イマド手，イマドヰヤ，イマンゴロ，ゲンザィ，

（3）未来の時制を表わすもの－アトアト，イツヤゴロ（いつごろ），イツゾ，イマカラサ手，コンダ

ラ（今度は），サヰサキ（先先），マタ，マダマダ，ヤンガテ＊

4．期問を表わすもの

（1）期間を表わすもの－アカリノアルマニ（明るいまに），イチネンガラ（一年中），イノチノアル

カギリ，エイキューニ，サンヨネン，ジューネン，ネンガラネンジュー，ヒナカイチこチ（一日中）．

ヨーサジュー（一晩中），ヨーサデ（一晩で）

（2）反復・継続を表わすもの－イチネンガイ（一年へだて），イチンチマダキ（一日おき），イッツ

モカッツモ＊，ジト（ずっと），ズーツト，ツネこ，ツネニャ，ツネニワ，ツネへイゼィ，トキニヤ

ナ（時には），トキニヨッタラ，トキマニャ一，トキヨリ，ネガラネンジュー，マ一夕（また）

（三）情態の副詞語彙
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I．人に関する情態の副詞語彙

（1）意志を表わすもの

a．意志を表わすもの－イチカマチカ（一か八か）．イッシコケンメイ，ウップン（一心に），コ

ーンカギリスキソローニ（好き勝手に），・スッテモムイテモ（無理やりに），トカク串，マットー

こ，ムトニ（冷たく），ムリヤリナー

b．意識を表わすもの－アンジコ（窓の定）．イノチカラガラ．オモサマ（予思外に），ジューこ．

タッテモスワッテモ．ナカヨーニ，ヒトマズ（一応）

（2）感情を表わすもの

a．好ましい感情を表わすもの－アンヰこ，ザックパラン．タノシーこ，ヤッレヤッレ．ユーニ

（落ち着いて）

b．好ましくない感情を衣わすもの－イトシナゲニ（かわいそうに）

（：l）強調を表わすもの

a．肯定的な方向での強調を末わすもの－オモヤク（思いきり）．ホン7－，ホンマニナ－，ホン
マン

b．否定的な方向での臥周を去わすもの－かリ・ネガサ沸．寸∵一一サンゲニ

（4）評価をぶわすもの

a．積楯的評価を衣わすもの－エー（よい），キッチラ（きっちり）．・トノツラ．ケッコ－．ジコ

ーズこ，プジこ．ミゴト，コクヨク，リッハエ．

b．消極的詳flllを衣わすもの－エラゲこ，ごトクナシこ　くぼろくそに）．・ドユ‖クソ（ぼろくそ）．

クソポロこ，ポロクソ．ヤカマシー

（5）性質を訳わす完の－オッチラ（田柄⊂）．カタゲーナ．ノ／ツノノ．ツ．：一丁：け（紬lか上り．シッカ

リ，シックリ（落ち着いて），チココザイゲナ（生息山方）．ヒ・lンゲニ　ぐ変わった）

（7）行為を表わすもの

a．－アリアリト（明らかに）．テ・ドレヨーニ．テプリ（トぶら）．テンコロヤスーこ．ビ：l－ド

一二，ヘイヰンニ

b．－イコネイ：】ネ（めいめい）．イチガイニ．オクガイこ，ジッサイ．ジュンコ・－こ　く周作よ

く），テンデニパラパラこ，フクリアイニ（二人一机で）．ヨッテクカニ（事ってたかって）．■7

ガこ．ワノ／デ（1：1分で）

2．白肘Cl肛J‾るもの

（2）変化－オノズト叶．シラン7ニ．ジリジリ．

（3）様億を衣わすもの

a．点っているさ三上－マットーリ（丑っ」．ぐ）

b．不張なさ豆－サカシニ（あべこべに）．へコサカ（さかさは）．リヤニ＊

C．机・純なさま－イチノンこ，バラバラ，パラパラこ，

（4）比況に関するもの

a．強刷指示を表わすもの

a－1．近称指示－コーンナ（こんな），コーダケ（これだけ）

a－2．中称指示－ソナナ（そんな），ソンナガイ（そんなに），ホナィ．

a－3．通称指示・－アーセーコーセー，7－ソナ，アンナ

a－4．不定指示－ダレゾカレゾ，ダレチャ（誰といって），ダレパシ（誰も）．〆レモカレモ．

ドイツモコイツモ，ドーヤコーヤ（どうにかこうにか）．ドーノコーノ（どうなりこうなり），ド

コッチャ（どっこも），ドコマデ，ドシテデモ．ドッコモ

b．非強調指示を表わすもの

b－1．近称指示－コンナィ，シカシカ
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I）－3．通称拍示－アンナニ（あのように）

b－4．不定指示一一グレゾ，グレカ，ドーコー1㌧　ドコイデモ，ドコゾト（どこになりと），ドシ

タラ津．ドッキャ．トッチ，ドッチャ，ナニカヤ，ナンヤラ

（四）叙述決定の刷．棚出せ

（1）客机的事象の出　を訳わすらの

a．全休‥出立に関するもの一一・イチモ（ひとつも），カラケツ（全く）．ジューニモポーニモ（どうに

もこうにも），ズソド（有く），ソレコソ．チ。ツトモ，ナントモカントモ．ナーンニモ

l）．仰分付近に田するもの－∵－ンマリ．アンマ

2．相川をル！）す・しの

（1）理由を問いiけ1るもの－・ナンシニ7：こ（仙故）

（3）用句を間いぺ‘不ねるもの－一ナニュー（なに）．ナンタラ（何という）．ナンヤ，ナンヤラ

3．仮寝を．表わすもの一一・車イ・l・シクモ，モシゼー

（2）肋肋l勺†尺定左・衣わ‾・トもの－－オソクトモ

4．川i．爪を衣わすもの一一一九レ：Jレ

6．mmを九1）すもの－ドーゾコーゾ

7．け定を衣わすもの

（1）批評を衣わすもの－クシブノこ．ヤッパシューt

（2）決意を表わすもの－カクジツニ，セッサイ（絶対）

（五）擬態の副詞語来

1．人に関する擬態の副詞語臭

く1）動†′い状態一般を表わすもの

丁．歩く姿に関するもの－コソコソ，コソロコソロ，ジゴジゴ，シャッシャット．ポトポト，

ウ．走る姿に関するもの－ダーツト

コ．珪る姿に関するもの－ペタット

ツ

ト

ナ

酒を飲む姿に田するもの－ガプガプ

見る姿に関するもの－キシャキシャニトシャト，こトコロ

仕事をする脚こ関するもの－チャーツト， トットトット，バーツト‘，バット，パーツト，フ

－7，モチャモナヤモチャモチャ

ニ．杖慢痕跡佃こ関するもの－ポヤポヤ

ハ．汗をかく塔に関するもの－ググダグ

（2）状患を去わすもの

り．並ぶ姿にI男するもの－ザラリット

オ．雨に捕れる嬰置朝日‾るもの－ビシコ，ビシコ－．ビショ二，ビシコヌレこ．

キ．痛みに田するもの－ジーン

ケ．心の状態に田するもの－イライラ，シプシプ，シコンポリト，スッキリ，チリチリ

（3）容姿・表情を表わすもの

ア．容姿に田するもの－ガシガシ（髪の毛），デッブリ，パシバシ（史の毛）

2．人以外のものに関する擬態の副詞譜蛮

（1）飲，家系の動作・状態を表わすもの

ア．歩く姿に田するもの－シューッシューット，ヒョックリヒョックリ

（3）植物，果物の様子・状態を表わすもの

ィ．花や葉の散る様子に田するもの－パーツト

ウ．植物の育つ様子に関するもの－ヒコロット，ポチポチ

（4）その他のものの様子・状態を表わすもの
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牛．物の表面の状態に関するもの－シワシワ

ク．物のふくらんだ状態に関するもの－ポコット

ケ．物の固い状態に関するもの－クリクリ，サゴサゴ

セ．物の新古に関するもの－ビンビン

タ．物の落ちる様子に関するもの－ドサイ，ドサリ，ドット

ツ．物の崩壊する様子に関するもの－ドード細ドード－，ポカーント

テ．物の起きる様子に関するもの－ポーント

ト．その他一一フゴフゴ

（六）擬声の副詞語栗

1．人に関する擬声副詞語彙

（1）ロから発する声に関するもの

ウ．話し声に関するもの－ゴジャゴジャ．ドンドン．モゴモゴ

ェ．不平を言う時に発する声に関するもの－オリャソリ十，グジャグジャ，グダグダグダグダ＊

オ．騒いでる時に発する声に出するもの‘－ドンチャンドンチャン

（2）ロ以外の身体の雷分から発する音に関するもの

ア．歩く時の足音に関するもの－ドンドン，キュッヰユツト

：タ．人以外のものに関する頂7痛詞語彙

（10　その他のもののたてる音に関するもの

工．物がル撤する時の抑こ関するもの－ゴロゴロゴロ，ザ－．ツト．ドドドド

カ．刃物などを突き刺す時の昔に聞するもの－グシャリト

IJ）質問調査と　然傍受l肝た

肥土山部落の調査は，金子彰が矧胴l】J瓜11け博光机　自然傍受調正を主に行った。川間は．ともに3泊

り］である。総調脚刷】故は，自然傍受調光が23時間20分になる。矧用JJJ祝もこれとほぼ同じl朋口の約26

1∫周をかけている。（中学女子の調脚刷】は合止ない。）

以下，この張碑のもとに実施し．hl拍接功式で得られた始期こついて考察を進めていく。なれ　自然傍

1調査は，セ人層に限っているので，中学女子の結果は考慮しない。

質問調査で，伎うと回答のおったものと，質問調査の場で訪発して回答した語調（一覧衣で一字下げで

（．仙したもの）の総数は1445例であった。これに対して．自然傍受で得た譜例は，副ふ柁企んでいるカー

ド総数1117例，典なり訂数にして635例である。この拙某を豪に示すと，

－　＼ A B C l） E

（－う 20 2 99 10 1 200 301

（ヨ ．234 66 51 117 300

くヨ 402 110 72 182 5 12

何 161 20 36 56 181

佃 310 44 20 64 354

レ．－ 136 13 3 16 152

言「 1445 352 283 635 1797

A：質問調査で得られた語数

B：然傍受調査で新しく得られた摘出

C：AとBで重なって得られたm放

D：B＋C．すなわち鉦酢防受調査で得られた総譜

敷

E：A＋B．名誹狼分野別の総譜放

くう：分は田係の剖コ現行彙

0：11川路雁の刷高相i彙

（ヨ：情悪の刷甜硯号

的：叙述決定の副詞㍑狼

（均：擬腿の副甜姐等

の：擬）・打の副詞語狼

慮外だったのは，自然傍受調査で，擬声語が少なく，分且関係が多く得られたということである。自然

接受調査で得られた総語数のうち，分拉関係は32．3％を占め，擬声語は2．5％に過ぎない。日常の談話生
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活では，数最の多少や，程度の大小に関する話題が多くなりがちなのであろうか。分童関係の副詞語裏と．

擬声の副詞譜張のそれぞれの分野において，自然傍受で得られた語数を比較してみると以下のようになる．

1．分童関係の副詞譜虫 ．振声の副詞語虫

（衣2）

分封関係の訓読捕張が，ほとんどの意味粗野に新出の語彙が得られたのに比べ，．擬声語は，七粗野にし

か出ていない。しかも，分昼関係では，質問調査で得た語例とほぼ同じ数の200例を求めているのに対し

て，擬声譜は，わずか16例にすぎない。

さて，分類表（1）のC欄とD欄には，自然傍受調査で新しく得られた語数と，質問調査と自然傍受調査と

で得た語数が重なっている場合の例をあげている。これを見ると，新しく得られた語数が，矧聞調査とさl；．

なって得られた語数よりも，多くなっている場合ほど，新しく得られた各語詞は，その場にふさわしい一

回的な表現に用いられる傾向にあると言える。

例えば，⇔時間関係の副詞語裳の4（1）のうち，新しく得られたものは，アカリノアルマニ，イチネン〃

ラ，イノチノアルカギリ，エイキューニ，サンヨネン，ジューネン，ネンガラネンジュー，ヒナカイ≠ニ

チ，ヨーサジュー，ヨーサデの11例である。これに対して，重なって得られた語例は，ヨドーシの1例し

かない。今度は，逆に，重なる語が新しく得られた語よりも多い場合を見ると，2（2）bのはぼ適当なこと

を豪わすものの項では，新しく得られたものは，ヨイヨニ（いいぐらい）に，ヨーヨーニの2例であり，ラIi、

なって得られた例は，アラカタ，エーガイニ．，エカグン，エカグンデ，エカグンニ，タイガイ，ペソニ，

ホドホドニの10例である。新しく得られた語数と，重なる語数との差がもっとも大きいのは．の擬声の副

詞語彙である。以下，㈲擬態の副詞語彙，臼情態の副詞譜粟，（却古間関係の副詞語彙，0分芸澗係の副訓

語彙となり，最後に，国叙述決定の副詞語彙がくる。この項目の配列は，一回的な表現の多いものから，

同定的なものへと並んでいる。

以上，質問調査と，自然傍受調査との比較によって，肥土山方言の副詞語彙の用法差というものを考娯

した。

（3）修飾発想上の特色

分立関係の副詞語嚢として認められるものは，総数302例である。このうち，分類項目「1．数量の多

・適当・少・不定を表わすもの」と，「2．程度の大・適当・小・不定を表わすもの」とに属するもの机

全体の約73％にも当たる221例である。しかも，「1．（1）多いことを表わすもの」79例．「2．（1）大きい

ことを表わすもの」74例で，両者で全体の約51％にも当たる。逆に，少ないことを表わす意味領野は，

「1．（3）少ないことを表わすもの」25例，「2．（3）小さいことを表わすもの」12例の，合計37例で，仝什
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の約13％にあたる。数量や程度の大きなものは，小さなものの約4倍で，大きなものへの関心がいちじる

しく強くなっているという事実が注目される。

以下，分量関係のうち，特に基本的な意味債野と見なしうる，「1．（1）数量の多いこと」と，「2．（1）

程度の大きいことを表わすもの」について，その修飾発想上の特色を考察していく。

一覧表で，肥土山方言に「エット」系の副詞のないことが観察される。（一覧表番号52～62参照）それ

では，「エット」系のかわりにとのようなものが使われているだろうか。

土地人の説明によると，程度のはなはだしいことには，「手；‾ッ」がいちばん普通に使われるという。

これは一覧表からもわかる。（一覧表番号85，86参照）

〇　百ッー　アル　テ－。（たくさんあるなあ。）

○　ラマ‾ッ一二　カ言方．才ルンジャロ。（たくさんお金が要るだろう。）

これらは，いずれも「数量の多いこと」に関するものである。これに対して

○　吉丁ッー　ヨロ言ンデ　テ二（ひどく喜こんでね。）

○　テノ　ヒトガ　ラー。ヲ‾；‾ッークロー　シマシテ。（その人がねえ。ひどく苦労しました。）

○　デン手が　ツイテ　タバコノ　ヒオ　ツケニ　イッテ　ゴッッー　ワロタ　ゾナ一。（電気がつい

たので，煙草の火をつけに行ったら，ひどく笑われたんですよ。）＜アクセント欠＞

などのような例もある。「ヲ丁ッー」は，程度のはなはだしい時にのみ使われているようである。

「数星の多いこと」を表わすのに用いられるのには，ほかに「テ丁ここ」と「スゴー」がある。

○　テ丁二ニ　ッカーサッテ　アリガトー。（たくさん下さってありがとう。）

○　ゴ≠ワニ　モッテクルン育てタラ　辛‾；二ニ　モッテ　コイ　コ。（ごちそうを持ってくるんだ

ったら，たくさん持ってこいよ。）

○　ズう’－　アル　テ－。（たくさんあるぞ。）

などのように使われている。

次には，「程度のはなはだしいことを表わすもの」について，具体例を示そう。まず自然傍受訝査のみ

で得られた「アンジョ」系は，

○　アンラ二　ソノ　シャッキンニ　コマリマシタ。（ひどくその借金に困りました。）＜「ソノ」以

下アクセント欠」

○　アンテてこトラニトリ亨シテ　デー。（ひどく年を取りましてね。）

○　ドコニ　オルンカ　アンジョー　シリマセン。（どこにいるのか，よくは知りません。）＜アクセ

ント欠＞

○　アンテ丁二　テヤジナ　二坑（全ぐだめだが。）

上記4例は，いずれも，老女が筆者（育男）に対して用いたものである。土地人は，これらを「ていね

い」だと致示してくれた。語の由来を尋ねたら，「アンノジョー」から来たものだろう，とのことだった。

「ガイニ」系も，一覧表（芯号324）によると，小豆島と因島に特徴的な語であるらしい。

○　力百万　万イデ　テ二。アイマ妄ン　ノ。（風が童くてね。蜜柑を植えても引き合いませんの。）

○　ソッリャ一。ガイニクチガ　アイテ　デー。（地すべりで，山の斜面にそれはひどくロが開いて

な。）

○　アソコノ　コワ　ガイニ　ゴンタクレジャ　ナ－。（あそこの子は，ほんとに気かん坊だね。）＜

アクセント失＞

○　ガ了‾二二　七‾百丁テ　ラー。（ひどくせびってね。）

ごどのように旺われる。「アンジョ」某が，おもに女性に陵われるていねいな語であるのに比して，「ガ

イニ」系は，全年屑にはは広く用いられている。

「エロー」と「ニライ」には，使い分けがあるのだろうか。

○　ノ、ツ有クワ　三ロー　ニー　テ－。（初作の割田ま，とっても良いね。）
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○　マイ丁シ　三ロー　カワッタ　ヤツワ　アリマセン　ナ一。（毎年ひどくまわったのはありません

ねえ。）

○　エ了才　力ライガッテ　オクレテ　す。＿（とてもかわいがってくれてね。）

○　エラ7　才コラレテ……。（とても怒られて……。）

これらの例で見るかぎり，「エライ」は，自己の直接の経験の按飴であるのに比べ，「エロー」は，地物

への関心の修飾である。

．一覧表には，「ポッコ」系は，小豆島では回答されていない。（表芸号112・113・303参照）

○　君丁コ　ショーノ　テルイ　ヤツジャ。（ひどく性の悪いやつだ。）
＿力

○　イ両　君㌻コ　デル　ンゾナ。（色がひどくでるんですよ。）

○　ヒトヤマノ　ポーガ　ポッコ　スクナィ。（肥土山の方がずっと少ない。）＜アクセント欠＞

自然傍受調査では，以上のように使われている。このほか，3例と，あわせて6例が得られた。「ポッ

コ」が，「数量の多いことを表わすもの」に使われている例は，採録し得ていない。

以上，「数量の多いことを表わすもの」と「程度の大きいことを表わすもの」の中で，特徴的だと思わ

れるものについて，具体的な用例を示した。

最後に，「ほぼ適当なことを表わすもの」のうち，「エカゲン」系の文例を示しておこう。（一覧表

421～431参照）

○　モー　エーカゲン　タクモソガ　ナィ。（もういいかげん炊きつけるものがない。）＜アクセント欠＞

○　盲二　三二五ゲンデ　‾三二ジャ　ナイ　カ。（もういいかげんでいいじゃないか。）

〇　三二二ヵゲンニ　ナ三に＝　ナリ亨ヒタラ……。（いいかげんに長くなりましたら……。）

○　ナニゴトモ　三二ガイニ　ラキタラ　テ－。（何ごともいい具合にできたらねえ……。）

（4）副詞形成上の特色

副詞形成上の特色として，3つの場合を考察する。

（i）′「～ゲニ」の下接による副詞形成

肥土山部落に入って，調査を始めるとすぐに，土地人から，「ここの言葉は，『～ゲニ」をつける。」

という教示があった。土地人もこの語形成上の特色をよく認めているようである。まず「ゴッ」に「～ゲ

ニ」が下接した「ゴッゲニ」の例を示そう。

○　ダイ三二ガ　ぎッゲニ　ハエト万。（大根がみごと【こ生えとる。）

〇　三一ッゲニ　アル　毒ンジャ　テ二。（たくさんあるもんだねえ。）

などのように使われる。「ゲニ」が，もともと，「～のように」の意味を有しているから，これと複合し

てできた語は，土地人の娩曲的な表現意言故を満たしてくれるものとなっている。

〇　才＝ゲニ　アラタ寺号テ　ラチソーモ　盲二　セン　ワデー。（ひどく改まってごちそうも作れん

わね。）

このほかに，イトシナゲニ（かわいそうに），エラゲこ，カタゲーニ，ケポソナゲニ（少なさそうに），

チョコザイゲニ（なまいきそうに）などを聴録している。

（ii）「～チ，チャ，チャン」の下接による副詞形成

「～チ」が下接する例は，もともと「イチ（一）」の促音挿生形と考えられるが，ここでは，語形上の

特徴により，「～チ」の下接したものと考える。

○　ワラ‾秀　才一号チ　テンキヤカラ。（私がいちばん元気だから。）

○　ニギリジャト　ユーワ　イッチ　アニサン　イマデモ　ナオットラン　ゾナ。（けちだと言うの

は，まったく兄さん，今でも直ってないんですよ。）＜アクセント欠＞

〇　才丁字　ス三‾㌻コニ　カカットリマ貢。（いちばん末っ子に面倒をみてもらっています。）

「イッチャン」の文例は，1例しか聴録し得ていない。
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○　カッテニ　ッイデ　タベルノガ　イッチャン　エーン　ゾナ。（かってに，ご飯をよそって食べる

のがいちばんいいんですよ。）＜アクセント欠＞

次に，「～チャ」の例を見ていこう。この例は多い。「分量関係の副詞語彙」一覧表の293番に，「ナ

ンチャ」があがっている。これによると，小豆島の老・少年層と，大島の老年層で回答が得られている。

肥土山では，

○　ナンテ‾手　ノラン。（何も飲まん）

○　ナン亭‾手　シャベリマセン　チ二。（何も喋りませんね。）

○　ナン手‾㌃クソ。（何だくそ！）思うようにならない時に言う。
⊥ナ

○　ウチ三言　ナン子音　カマワンデス。（家では，何も不都合ではないですよ。）

のように，さかんに使われている。

「チャ」は，はかの不定指示詞にも広く付き，強調指示表現を支えている。

○ドコッ手首　ワルクティデス　ワ。（どこと言って悪くないんですよ。）

○　ドコッ亨寺‾　デタ　コトモ　ナィ。（どこにも出たこともない。）

○　ドッテ手　イワテンカラ……。（どっちとも言えないから……）

○　ダレチャ　ホレテガ　ナイケー　クサデモ　ホレテ。（地下足袋に草がくっついたのを見て，誰も

ほれてくれないから，草でもほれて。）

以上，「チ，チャ，チャン」のそれぞれの用法を検討してきた。これらが付いたものは，例外なく強調

表現に関わっている。肥土山方言の強調表現は，この形式で支えられていると言ってもよい。

（iii）「イ」音化による副詞形成

「イ」音化と言うのは，次のような例を指して言う。

○　ニ万イカラ　ド耳イクエテ　オチ万ンガ　アル頂ィ。（二階からどすんと落ちる者があるかい。）

○　フーガ　ワリーナー　ドコイデモ……。（運が惑いのはとこにでも……）＜アクセント欠＞

○　アンチ　ウエノ　六タケデモ　ステ才　デキマ貢。（あんなに上の畑でもすぐにできます。）

最初の例文は，「ドサリ」＞「ドサイ」と／r／音が脱落したものと考えられるものであり，あとの2例

は／n／音脱落と考えられるものである。

「イ」音化と，ことさらに言うのは，次のような例があるからである。

○ク古イワ　イク京二が　テクイ　コトワ　テクイデス　テ二（黒岩部落へ行くほうが楽なことは楽

ですね。）

いずれにしろ，新しい語形はそれなりの意味機能を有するようになり，土地の人々の談話生活をなにほ

どか個性的にしてもいるのである。．

（5）老・少二層の比較

老少二層から質問調査で得られた回答を表にしてみると以下のようになる。

老年層で使わないと回答したもので，少年層が使うと答えたのは，以下の

通りである。

H　アマリ

（⇒　アシタアサ，イヌトキ，キョーバソ，イマ，チコ一，トックノムカシ

こ，ハジメカラ

臼　ドーシテモコーシテモ，ポカーント，オトナシ二，スッキリ，ストノ

ト，ジーツト，ヤワラカニ，

（司　シャンシャン，ズンズン，テクテク，ストント，パーンパーン，ボー

イ，ベロリト，サキサ手，オロオロ，ポロリト，ソワソワ，キチャキチ

ャ，ピタット

村　ツベツベ，コットンコットン，プッツリ
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これらの31例が，少年層だけが使うと答えたものである。いずれも，比較的共通語に近い形であることか

注目される。

表（4）から，老年層と少年層の語彙畳は，約5：3という結果が出ている。この比率は，Hから銅までい

各語粟分野でもそう大きくは変わっていない。

ところで，各語粟分野ごとに，さらに下位の意味領野を検討していくと，老・少の差が目立つものに？：－：

のような項目がある。（表5参照のこと）

老 少

H l （1）a 9 5

b 23 13

C 12 5

仁）1 （1）a 8 3

b 24 9

（2）a 17 10

b 19 11

語彙が栄えていて，いろいろな使い分けが必要とされる項目に差が目立・′

のである。

以上，肥土山方言の副詞語彙について，五項目にわたり考察を加えた。

（町　　　博　光）

衰（5）

（ニ）岡山県笠岡市神島瀬戸・束村方言の副詞語貴について

目　　　　次

○は　じ　め　に

一．「分昆関係」の副詞語粟の記述

二．「分立関係」の副詞語彙における老少二層の比較

三．神島の副詞語彙についての数量的考察

四．神島の副詞語菜における特有語柔の実態

○お　わ　り　に

○は　じ　め　に

調査対象地は，岡山県笠岡市神島瀬戸・東村である。瀬戸は人口154人，戸数73戸，東村は人口230ノ、．

戸数64戸で，瀬戸と東村とは隣接している。神島の玄関口にあたる小字集落である。農業を主体とする丈．．

笠岡市や福山市への通勤者も少なくない。

調査期間は，1975年10月25日から5日間である。期間中，質問簿中心の質問調査だけを行なった。教′．

者は，池田幸枝氏（61才）である。老年層の被調査者は，以下のとおりである。大本己栄子氏（58才）

＜後半の一部分をi中塚美代子氏（55才）が手伝った。＞平川一士氏（64才）＜前半の一部分を，仁升7‘．

金太氏（77才）が手伝った。＞少年層の被調査者は，池田和美氏（14才）である。

一．「分量関係」の副詞語彙の記述

当地で，「質問簿」によって調査された老年層の副詞語彙の資料にもとづいて，記述をこころみる．

1．数量の多・適当・少・不定を表わすもの－82語（以下，これを「意味領野1」とする。）

（1）多いことを表わすもの－53語

a　きわめて多いことを表わすもの－15

1テすタケ（ありったけ）

2　アルダケ（　〃　）

○　ナ万事亨．盲㌻テ　ィデ。（ありったけ持っていけ。）

3　ヰ百一ニ（すっかり）’
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